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１．学習開始にあたって 

 (1) 講座の概要 

  ①目的 

   「社会福祉法人会計基準」に基づく会計実務を理解し、学んだ知識および技術を各社

会福祉法人の適切な運営と発展に資することを目的として本講座を開講いたします。 
    

②受講期間および構成 
    受講期間  令和 7 年 8 月 1 日～令和 8 年 1 月 31 日［6 ヵ月間］ 
    構  成  以下のプログラムにより構成されています。 
        

通 
信 
授 
業 

専用の学習教材（通信授業テキストおよび学習課題、解答用紙）を用いて自
宅学習に取り組んでいただきます。提出された学習答案について採点・評価を
行い、結果を通知します。 
（8～9 月・2 学期制）    ⇒ 詳細は 7 ページ以降参照 

(

ス
ク
ー
リ
ン
グ) 

集
合
研
修 

指定された 3 日間、中央福祉学院（神奈川県葉山町）で実施する集合研修
（スクーリング）に参加し、講師からの直接指導（講義と演習）を受けていた
だきます。また、最終日に修了テストを実施します。 
（9～12 月）            ⇒ 詳細は 11 ページ以降参照 

 
    
   ③指導講師（敬称略  所属・役職は令和 7 年 4 月 1 日現在） 

    ａ）初級コース 
      岩波  一泰（岩波公認会計士事務所所長／公認会計士／税理士 
             会計監査法人アシスト代表社員） 

    ｂ）中級コース  （社協会計） 
      渡部   博（公認会計士渡部博事務所所長／公認会計士／税理士） 

鳥原 弓里江（公認会計士渡部博事務所／税理士） 

    ｃ）中級コース  （施設会計） 
      亀岡  保夫（大光監査法人会長／公認会計士） 

    ｄ）上級コース 
      渡部   博（公認会計士渡部博事務所所長／公認会計士／税理士） 

鳥原 弓里江（公認会計士渡部博事務所／税理士） 
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④各コースの対象者・目的・学習内容 

初級コース －社会福祉法人における日常取引の仕訳の基礎を学ぶ－ 

①特徴 ・日常の取引（収益・費用取引、支払資金間取引、固定資産・固定負債取引等）

の処理がわかります。 

・決算書の構造の基本を学べます。 

②目的 日常の経理事務処理はもちろん、将来、会計基準に準拠した計算書類を作

成できるようになるための基礎知識を身につけることを目的とします。 

③内容 ・社会福祉法人会計の仕訳  ・決算書の構造 

・仕訳から決算書作成までのプロセス  

・社会福祉法人会計基準に基づく日常の取引（収益・費用取引、支払資金間取

引、固定資産・固定負債取引等）の会計処理 

 

中級社協コース －会計実務のスキルアップを図る－ 

①特徴 ・決算書の読み方がわかります。 

・会計区分の設定の仕方など社協特有の会計処理についても学べます。 

②目的 日常の経理事務処理だけでなく、最終的に、会計基準に準拠した計算書類を

作成し、ある程度の財務分析ができるレベルに達することを目的とします。 

③内容 ・損益取引（基本金、積立金、引当金） 

・決算書の読み方         ・資金使途 

・予算制度、内部統制       ・税務（法人税・所得税・消費税）等 

 

中級施設コース －会計実務のスキルアップを図る－ 

①特徴 ・決算書の読み方がわかります。 

・施設種類別の資金使途などの会計処理についても学べます。 

②目的 日常の経理事務処理だけでなく、最終的に、会計基準に準拠した計算書類を

作成し、ある程度の財務分析ができるレベルに達することを目的とします。 

③内容 ・損益取引（基本金、積立金、引当金） 

・決算書の読み方         ・資金使途 

・予算制度、内部統制       ・税務（法人税・所得税・消費税）等 

 

上級コース －法人の経営管理に役立つ「管理会計」の理論と技術を学ぶ－ 

①特徴 ・講義とグループ演習で進めます。 

・他にはない社会福祉法人の管理会計の手法を学べます。 

②目的 経営管理者の職能である意思決定、計画、組織化、統制といった職能プロセ

スにおいて有益な経済的情報を提供する「管理会計」の理論と技術を習得し、

社会福祉法人の経営に活かすことを目的とします。 

③内容 ・財務分析と経営への活用 ・予算による経営管理（編成と統制を中心に） 

・内部統制の構築方法 
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(社協) (施設)

第１章 予算制度の概要 制度予算／経営管理予算

第２章 内部統制
内部統制の意義／内部統制の必要性／社会福祉法における内部統制の位置づけ／内部統制の目的／内
部統制の構成要素／内部統制の構築方法

第1章 総論 社会福祉法人に対する規制と優遇措置／税金の種類／社会福祉法人に関連する税金

第２章 法人税 法人税のあらまし／収益事業課税／所得計算／申告及び納付

第３章 所得税
源泉徴収制度／給与所得に係る源泉徴収／退職所得に係る源泉徴収／報酬・料金に係る源泉徴収／納
付手続き

第４章 消費税
消費税のしくみ／課税の範囲／課税標準額に対する消費税額の計算／控除対象仕入税額の計算／申告
および納付／総額表示義務／手続き関係と提出期限

第５章 印紙税 印紙税のあらまし／課税文書／非課税文書／納付、申告および還付など

第６章 収支計算書の提出制度 制度のあらまし

第1章 財務管理
財務管理とは何か／財務管理が経営管理に活用される理由／財務管理の全体像／日常業務の管理およ
び資源の管理／計算書類等および財産目録の作成・開示の管理／財務分析／財務管理のための基盤整
備／監事および会計監査人の監査

　第５編　財務管理

第４編　税務

第３編　予算制度・内部統制

学習範囲 教科目
（テキスト「社会福祉法人会計基

準の実務 会計処理」における
『章』）

初級
中　級

上級
学習内容

(社協) (施設)

序章
会計を学ぶにあたって　－
会計実務者に求められる
もの

「会計」とは何か／会計の活用－財務報告と経営管理のための会計／会計の仕組み、ルールを学ぶ／会
計担当者が実務において特に留意すべきこと

第1章 複式簿記の意義 簿記の種類／複式簿記の意味／複式簿記の目的

第２章 複式簿記の概要
複式簿記の流れ／貸借対照表と損益計算書／取引／仕訳／仕訳日記帳／総勘定元帳／試算表／決算手
続き／複式簿記一巡の流れ（総合演習事例）

第３章
社会福祉法人会計基準の
概要

会計事務処理基準の変遷／社会福祉法人会計基準の構成／社会福祉法人会計の原則／会計年度／会
計帳簿／範囲適用／会計の区分／損益計算の概念について

第４章
計算書類と帳簿組織の関
係

計算書類などの構成／計算書類の様式／計算書類間の関係／支払資金／1年基準／内部取引／帳簿組
織／社会福祉法人会計基準と企業会計の相違点

第５章 勘定科目の説明
勘定科目の区分と追加／資金収支計算書の勘定科目／事業活動計算書の勘定科目／貸借対照表の勘定
科目

第６章
社会福祉法人における仕
訳の概要

第７章 収益取引の会計処理
介護保険事業に係る収益取引／障害者総合支援法に基づく給付に係る収益取引／保育所の収益取引／
措置費支弁対象施設の収益取引／補助金に係る収益取引／寄附金に係る収益取引／事業区分間・拠点
区分間の収益取引

第８章 費用取引の会計処理 人件費に係る費用取引／事業費・事務費に係る支出取引

第９章 支払資金間取引の会計処理 支払資金間取引／支払資金間取引の例外（棚卸資産）

第10章
固定資産・固定負債取引
の会計処理

固定資産・固定負債取引／リースの処理

第11章 損益取引の会計処理
減価償却費／固定資産の減損処理／金融商品の会計処理／徴収不能引当金／賞与引当金／退職給付
引当金／基本金／国庫補助金等特別積立金／その他の積立金

第12章 総合演習事例

第13章
会計ルールに関する通知
等の体系

通知等の体系

第14章
施設種類別の資金の使途
等について

介護保険施設における資金使途／指定障害者支援施設等における資金使途／保育所における資金使途
／措置施設における資金使途

第15章
就労支援事業における会
計

就労支援事業における会計処理の特徴／工賃の考え方／積立金の設定／棚卸資産の意義／棚卸資産管
理時の留意事項／棚卸資産の評価方法について／支払資金について／就労支援事業における仕訳処理
／就労支援事業に係る附属明細書

第16章
計算書類の注記及び附属
明細書

計算書類の注記／附属明細書

第17章 計算書類の読み方
計算書類３表／貸借対照表の読み方（計算書類に対する注記を一部含む）／資金収支計算書の読み方／
事業活動計算書の読み方

第１章 計算書類 計算関係書類／計算関係書類の機関決定とそのスケジュール

第２章 監査制度 監事監査／会計監査人監査

第３章
社会福祉充実残額および
社会福祉充実計画

社会福祉充実残額および社会福祉充実計画の定義／充実計画の承認等に係る事務処理基準／充実計画
策定から所轄庁への申請までの流れ／充実残額の算定／充実計画の策定／充実計画と中長期予算

第１編　会計処理

学習範囲 教科目
（テキスト「社会福祉法人会計基

準の実務 会計処理」における
『章』）

第２編　社会福祉法人の決算制度

※グレーの部分が当該コースの学習内容です。

《別表1》　通信授業　コース別の学習内容 （初級・中級(社協)・中級(施設)・上級)

学習内容
初級

中　級
上級

※入門コースでは、通信授業テキスト「社会福祉法人会計基準の実務 会計処理」に代えて、序章および第1編第1章～第6章に該当する内容について、初心者向けに易
しく解説した資料を使用します。
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(社協) (施設)

第１章 予算制度の概要 制度予算／経営管理予算

第２章 内部統制
内部統制の意義／内部統制の必要性／社会福祉法における内部統制の位置づけ／内部統制の目的／内
部統制の構成要素／内部統制の構築方法

第1章 総論 社会福祉法人に対する規制と優遇措置／税金の種類／社会福祉法人に関連する税金

第２章 法人税 法人税のあらまし／収益事業課税／所得計算／申告及び納付

第３章 所得税
源泉徴収制度／給与所得に係る源泉徴収／退職所得に係る源泉徴収／報酬・料金に係る源泉徴収／納
付手続き

第４章 消費税
消費税のしくみ／課税の範囲／課税標準額に対する消費税額の計算／控除対象仕入税額の計算／申告
および納付／総額表示義務／手続き関係と提出期限

第５章 印紙税 印紙税のあらまし／課税文書／非課税文書／納付、申告および還付など

第６章 収支計算書の提出制度 制度のあらまし

第1章 財務管理
財務管理とは何か／財務管理が経営管理に活用される理由／財務管理の全体像／日常業務の管理およ
び資源の管理／計算書類等および財産目録の作成・開示の管理／財務分析／財務管理のための基盤整
備／監事および会計監査人の監査

　第５編　財務管理

第４編　税務

第３編　予算制度・内部統制

学習範囲 教科目
（テキスト「社会福祉法人会計基

準の実務 会計処理」における
『章』）

初級
中　級

上級
学習内容
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 (2) 学習スケジュール 

 

年 月 日 
通信授業 

（8～9 月） 
集合研修（スクーリング） 

（9 月～11 月） 

令和
7 

7 

    
 
 
 
 
 

 

8 

1 
 

 
31 

 1 学期 学習開始    
 
 
 1 学期 答案提出期限  

 

9 

1 
 
 
 
 

30 

 2 学期 学習開始    
 
 
 
 
 2 学期 答案提出期限  

 
 
初級 A コース（9/4～6） 
 
 
 

10 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
初級 B コース（9/18～20） 
 
中級コース（社協会計）（10/19～10/21） 
 

11 

 
 
 
 

  
中級コース（施設会計）（11/6～11/8） 
 
上級コース（12/4～6） 

 
  ※各集合研修で修了テストを実施 
 

12 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

  
 
 

 
 

令和
8 

1 

 
 
 
 

31 

 
 
 
 

2 
上旬 

 

 
「通信授業」および「集合研修」修了者へ修了証書を発行 

（令和 8 年 1 月 31 日付） 
 

 
 

 
 
 
 
 

「通信授業」成績確定 

修了判定（修了者確定） 

集合研修の事前に「集合研修参加票」を本

学院から受講者へ送付（当該出席回の約 2

週間前） 
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２．「通信授業（自宅学習）」について 

 

 (1) 通信授業の概要 

 
本通信課程のテキスト『改訂 社会福祉法人会計基準の実務「会計処理」』を用いて自宅

学習に取り組んでいただきます。 
「通信授業」は 2 学期制です。各学期開始前にお送りする「学習のポイントと課題」に

記載している「学習のポイント」(当該コースの目標、各学期のポイント、テキストの概要)
を読み、出題された「学習課題」に対し、専用の「解答用紙」を用いて答案を作成してく
ださい。 

答案は、それぞれの学期で指定された提出期限（消印有効）までに郵送にてご提出くだ
さい。提出された答案については採点・評価を行い、結果を後日通知します。 

各コースの学習内容については、4～5 ページの「 別表１  通信授業 コース別の学習
内容」をご覧ください。 

 
 

 (2) 答案の作成と提出 

 
  答案を「1 学期」「2 学期」の計 2 回提出していただきます。初級コースおよび中級コース
はマークシート方式、上級コースは記述式です。 

   

～答案作成の際の留意事項～ 

     初級・中級コース  

   
a). 答案は機械で採点しますので、シャープペンシルまたは鉛筆を使用してください（ボ

ールペン記入の場合は解答が読み取れません）。 
b). 氏名、学籍番号を記入してください。 
c). 科目名の部分に、答案の学期名（第 1 学期／第 2 学期）が記入されているかご確認く

ださい。 
d). 生年月日（月日のみ）、学籍番号を記入し、あわせてマークをしてください。 
e). 「学習のポイントと課題」に掲載されている課題（25 問）に全て解答してください。 

     各設問の選択肢（ア、イ、ウ）のうち、正解と判断したものにマークしてください。 
f). 答案は送付する前に必ずコピーをお手元に保存してください(答案の返送を行わない

ため、また、万が一郵送事故等が発生した場合にコピーで対応を行うためです)。 
g). 白紙答案は受付できません（採点いたしません）ので、必ず課題に解答してから提出

してください。白紙答案で提出された場合は 0 点ではなく、未提出扱いとなるため再
提出が認められません（本年度の修了はできません）。 

     

  上級コース  

 

a). 解答用紙は中央福祉学院ホームページ（下図の QR コード）の受講者専用ページから
ダウンロードしてください。パスワードは 1 学期学習課題 4 ぺージに記載しています。 

b).        
QRコードが読み取れない場合は、以下の方法で受講者専用ページへアクセスしてください。  
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c). 各解答用紙に「学籍番号」、「氏名」を記入してください。 
d). Word で作成いただくか、もしくはプリントアウトしたものにご記入いただき提出し

てください。記入につきましては、いずれの筆記用具（鉛筆、シャープペンシル、フ
リクションペン以外のボールペン等）をご使用いただいても結構です。 

e). 「学習のポイントと課題」に掲載されている課題（２題）に全て解答してください。 
f). 答案は送付する前にコピーをお手元に保存してください（採点後、答案はお返ししま

すが、万が一郵送事故等が発生した場合にコピーで対応を行うためです）。 
g). 白紙答案は受付できません（採点いたしません）ので、必ず課題に解答してから提出

してください。白紙答案で提出された場合は０点ではなく、未提出扱いとなるため再
提出が認められません（本年度の修了はできません）。 
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  答案提出方法と期限（全コース共通） 

a). 作成した答案は、クリアファイルに挟み、専用の返送用封筒に必要金額分の切手を貼

り付けの上、ご郵送ください。なお、郵送の際は、別納・後納郵便は消印が確認でき

ませんので、郵便切手あるいは郵券をご使用ください。 
返送用封筒を紛失・破損した場合は、市販の封筒を使用し、下記宛先へご郵送くだ

さい。 

       【答案送付先】〒240-0197 神奈川県三浦郡葉山町上山口 1560-44 
              社会福祉法人 全国社会福祉協議会 中央福祉学院 会計実務講座係 
               ※封筒に学籍番号・氏名、「会計実務講座 第○学期答案 在中」と記入 

b). 各学期の答案提出期限（締切日）は下記のとおりです。  

      第 1 学期 令和 7 年 8 月 31 日（日） 

      第 2 学期 令和 7 年 9 月 30 日（火） 

   ※両学期とも当日消印有効です。1 日でも期限（消印）を過ぎて提出された答案

は受付いたしません (本年度の修了はできません)。 

c). 受講者ご本人の長期疾病等やむを得ない事由により、上記提出期限までに答案を提出
できない場合は、各提出期限前に、理由等を明記した「答案提出期限延期願」（中央
福祉学院ホームページに掲載）を本学院までご送付ください。 

申請できる（認められる）場合 

事 由 「延期願」の提出期限 

・受講者ご本人の長期傷病ある
いは事故、出産 

・上記に準ずると本学院が判断
する特別な事情 

各学期の答案提出期限まで
に提出（消印有効） 

            ※業務上の理由（例: 業務多忙なため等）では、提出期限の延期はできません。 
 

延期可能な最長期限については、事情により調整をいたしますが、通常の提出期限の
概ね 1 ヵ月後とさせていただきます（ただし、提出期限を過ぎた後の延期願は原則受
理できません）。 

 

(3) 答案の採点と評価 

① 答案の採点 
    初級・中級コースの答案（マークシート）については、機械を使用して正誤判定と採点

を行います。また、上級コースは、指導講師が添削し採点評価を行います。                     
作成した答案は提出前にコピーをお取りください。保管した解答は、郵便事故等による

答案未着の際などへの対応だけでなく、復習にもご活用いただけます。 
 

② 答案の評価基準 

 答案（採点結果）に対する評価は、A・B・C・D の 4 段階によって行います。 
 A・B・C 評価は合格、D 評価は不合格となります。D 評価を受けた場合、本講座
を修了するためには、再提出により合格することが必要です。 

      
【評価基準表】 

得点 評価 合否判定 
１００～８５点  Ａ 

合格 ８４～７０点  Ｂ 
６９～６０点  Ｃ 
５９～ ０点  Ｄ 不合格 
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③ 履修状況通知（成績票）等の送付 
    各学期の答案提出期限から約 1 ヵ月後を目安に、採点結果および評価を記載した「履修

状況通知（成績票）」を送付します。また、合格判定となった方には、「履修状況通知」と

あわせて当該学期の「正解（解答例）と解説」をお送りしますので、自己採点や復習にご

活用ください。 
 
 
 (4) 再提出が必要な場合 

① 再提出答案作成上の留意事項 
    不合格となった場合は、「不合格通知」と「再提出用解答用紙」を送付します。再提出の

期限等は、不合格通知にて指定しますので、指定期日（消印有効）までに答案を送付して

ください（初回と同じ課題に取り組んでいただきます）。 
    なお、答案の再提出は 1 回限りです。再提出答案でも合格できなかった場合は、本年度

の修了はできません。 
 

② 再提出答案の採点と評価基準 
    提出された再提出答案については、初回同様に採点・評価を行い、結果を通知します。

なお、再提出の場合、A 評価がなくなり、下表のとおりとなります。 
 
             【再提出答案 評価基準表】 

得点 評価 合否判定 
１００～８５点  Ｂ 

合格 
８４～６０点  Ｃ 
５９～ ０点  Ｄ 不合格 
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３．集合研修（スクーリング）について 

 

 (1) 学習内容（プログラム）と日程 

① 学習内容 

    「集合研修（スクーリング）」とは、「通信授業」と同じコース設定により実施する、3
日間の講義・演習形式の授業のことです。集合研修への出席は、本講座の修了要件とな

っており、欠席した場合は本年度の修了はできません。 

        また、最終日には学習の理解度を確認するための修了テストを実施します。修了テス

トは本講座の修了要件であり、修了テストが不合格の場合には、本年度の修了ができま

せん。 

修了テストが不合格の場合、次年度へ継続受講を行い、再度初日から集合研修にご出

席いただき、修了テストに合格することで本講座の修了となります（なお、継続受講は

1 回限りです。次年度の修了テストでも不合格となった場合は、本講座を修了すること

ができません）。 
集合研修では、通信授業のフォローとして以下の内容についての講義も行います。 
ａ）通信授業で質問の多かった点、理解が十分でなかった点をフォローします。 
ｂ）通信授業で紹介できなかった最新情報の提供を行います。 
ｃ）通信授業の内容を総合的に理解し、会計実務にどう活かすかをフォローします。 

また、上級コースでは、演習に重点をおいて授業を行います。 
 

集合研修のプログラム概要（予定）は、15～16 ページの 別表２ をご覧ください。 

 

② 日程と対象コース 

 

コース 期 間 

初級 
A 日程：令和 7 年 9 月 4 日（木）～9 月 6 日（土） 
B 日程：令和 7 年 9 月 18 日（木）～9 月 20 日（土） 

中級社協 令和 7 年 10 月 19 日（日）～10 月 21 日（火） 
中級施設 令和 7 年 11 月 6 日（木）～11 月 8 日（土） 

上級 令和 7 年 12 月 4 日（木）～12 月 6 日（土） 
 

※「受講決定通知」に出席いただく日程を記載しておりますので、必ずご確認ください。 
 

③ 出席回の変更受付（初級コースのみ） 

初級コースは、初級 A コースならびに初級 B コースの 2 回に分けて同一内容で実施し、

いずれかにご出席いただきます。ご出席いただく回は、あらかじめ本学院より指定させて

いただいており、既にお送りしている「受講決定通知」にて日程をお知らせしております。

会場の座席数等、出席人数の調整が可能な範囲内で回数変更の希望を受け付けます。変更

希望者は「スクーリング日程変更願」を中央福祉学院ホームページからダウンロード、ご

記入のうえ、FAX（046-858-1356）または郵送にて本学院事務局までお知らせください。 
ただし、会場の収容人数の関係上、回数変更ができない場合がございます。あらかじめ

ご承知おきください（その場合は、必ず当初にお知らせした回数でご参加いただくよう、

ご調整ください）。 
なお、初級コース以外のコースは日程変更ができません。 
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 (2) 集合研修出席に係る留意事項 

① 宿泊・昼食等の手配・予約 
    集合研修期間中、宿泊や昼食、交通機関の手配を希望される場合は、中央福祉学院ホー

ムページに掲載しております「宿泊案内」をご確認の上、所定の方法にてお申し込みくだ
さい。 

   （中央福祉学院ホームページ＞講座一覧＞社会福祉法人会計実務講座＞受講者はこちら） 

② お持ち物 

ａ）集合研修参加票  ※出席回の 2 週間前を目途にお送りします。 

ｂ）通信授業テキスト（改訂 社会福祉法人会計基準の実務 「会計処理」のみ） 

  ※同梱の書籍です。初級・中級コースは必須、上級コースは不要です。 

ｃ）電卓（演習問題や修了テストで電卓を使用します。） 

※携帯電話の計算機能や辞書機能付の電卓は使用不可 

ｄ）筆記用具（鉛筆、シャープペンシル、消しゴム）、ノート等 

ｅ）蛍光ペン（2 種類）、付箋紙 ※初級・中級コースは必須、上級コースは任意 

ｆ）学習の手引 

ｇ）健康保険証（体調を崩された場合の備えとしてご持参ください） 

ｈ）ひざ掛け・上着・クッション類・常備薬（必要な方のみ） 

※追加のお持ち物が必要な場合は、集合研修参加票に掲載いたします。 

③ 初日の受付時間 

    各回とも、初日は午前 9 時 15 分頃より会場ロビーで受付を開始します。午前 10 時から
開講いたしますので、お時間に余裕をもってお越しください。    

④ 交流会の開催 
    受講者相互の交流と情報交換の場として、初日の夜に夕食を兼ねた「交流会」を開催い

たします。参加は任意ですが、交流促進のためぜひご参加ください。参加費等の確認や申
込については、「宿泊案内」をご覧ください。 

⑤ 期間中の昼食 
    研修期間中の昼食についても手配できます（任意）。なお、中央福祉学院（ロフォス湘南）

の周辺では、飲食店やコンビニ等が限られていますので、「宿泊案内」をご覧のうえ、申し
込みの要否をご検討ください。なお、ご自身で昼食を持参いただくことも可能です。。 

⑥ 最終日の終了時刻（予定） 
    集合研修では、コースにより最終日の終了予定時刻が異なります。お帰りの交通機関の

手配等に際しては 15～16 ページのプログラム概要を参考にしてください。 

⑦ その他の留意事項 
   ａ）宅配便のご利用はロフォス湘南ホテルフロントにて随時受付いたします。 

ｂ）お車でロフォス湘南にお越しいただくことも可能です。駐車料金は無料です。 
ｃ）急病等により欠席する場合、必ず事前にご連絡くださいますようお願いいたします。

なお、その際、宿泊・昼食・交流会等を申し込まれている方は、京急アドエンタープ
ライズにキャンセルの連絡を併せて行ってください。 

ｄ）初級コース受講者で、宿泊等を申し込んだ後にスクーリング日程を変更する場合、京
急アドエンタープライズに対しても変更の連絡を行ってください。 

  ｅ）ご事情により会場の座席等について対応が必要な方は、事前にご相談ください。 
 
その他、集合研修への出席に関しましてご不明な点がある場合には、お気軽に中央福祉

学院までお問い合わせください。（TEL 046-858-1355） 
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 (3) 会場案内 

    各地から中央福祉学院（ロフォス湘南）への交通機関や経路の確認については、本学院
ホームページ（https://www.gakuin.gr.jp/）の「アクセス」でご確認ください。 

 
 
      

 

 
 
 
 

 交通所要時間（概算）  
 
東京→逗子（JR 横須賀線）約１時間 
 
横浜→逗子（  〃   ）約 30 分 
 
新横浜→逗子または逗子・葉山 
（JR 線または京浜急行線）約 50 分 
 
羽田空港→逗子・葉山または汐入 

（京浜急行線）約 1時間 
  
 逗子、逗子・葉山→湘南国際村センタ
ー前  （京浜急行バス）約 25 分 

   
  汐入→湘南国際村センター前 

（京浜急行バス）約 30 分 
 

※逗子、逗子・葉山、汐入から湘南国
際村センター前までのバスの本数
が少ないため、ご注意ください。 

会場周辺図 

レクトーレ 

葉山 
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集合研修（スクーリング）　初級コースプログラム概要

（敬称略）

内容 内容
9:15～
10:00

受　付
9:15～
10:00

受　付

10:00～
10:15

開講式／オリエンテーション
10:00～
10:15

開講式／オリエンテーション

10:15～
11:15

（60分）

【講義】
会計担当者が押さえるべき社会福祉法人・施設
を取り巻く状況

（講師）全国社会福祉法人経営者協議会
　　  　 経営強化委員会専門委員　祇園　泰広

10:15～
10:50
（35分）

【講義】
社会福祉法人における適切な会計処理の重要
性について

（講師）全国社会福祉協議会　経理部

12:00～
13:00

昼食休憩
12:00～
13:00

昼食休憩

13:00～
17:30

（270分）

【講義】
①社会福祉法人会計基準の概要（改正点含む）
②社会福祉法人会計における決算書の概要
③勘定科目の説明
④社会福祉法人における仕訳の概要
⑤収益・費用取引の会計処理
⑥支払資金間取引の会計処理

（講師）岩波公認会計士事務所所長
　　　   監査法人アシスト代表社員
　　　   公認会計士／税理士　　岩波　一泰

13:00～
17:30

（270分）

【講義】
①勘定科目の説明
②社会福祉法人における仕訳の概要
③収益・費用取引の会計処理
④支払資金間取引の会計処理

（講師）　岩波　一泰

17:45～
19:30

　交流会
17:45～
19:30

　交流会

9:30～
12:00

（150分）

【講義と演習】
①固定資産・固定負債取引の会計処理
②損益取引の会計処理

（講師）　岩波　一泰

9:30～
12:00

（150分）

【講義と演習】
①固定資産・固定負債取引の会計処理
②損益取引の会計処理

（講師）　岩波　一泰
12:00～
13:00

昼食休憩
12:00～
13:00

昼食休憩

9:30～
10:50
（80分）

【総合演習の解説】

【質疑応答】
講義内容に関する質問への回答

（講師）　岩波　一泰

11:00～
12:00
（60分）

【講義】
会計担当者が押さえるべき社会福祉法人・施設
を取り巻く状況

（講師）全国社会福祉法人経営者協議会
　　     経営強化委員会専門委員　祇園　泰広

12:00～
13:00

昼食休憩
12:00～
13:00

昼食休憩

13:00～
14:10
（70分）

修了テスト
（配布・説明10分＋テスト解答60分）

13:00～
14:10
（70分）

修了テスト
（配布・説明10分＋テスト解答60分）

※内容は一部変更する場合があります。

第
二
日

第
三
日

【講義】
①社会福祉法人会計基準の概要（改正点含む）
②社会福祉法人会計における決算書の概要

（講師）岩波公認会計士事務所所長
　　　   監査法人アシスト代表社員
　　　   公認会計士／税理士　　岩波　一泰

11:00～
12:00
（35分）

【演習と講義】
①損益取引の会計処理（続き）
②総合演習（簿記一巡のプロセス）
（仕訳・転記・総勘定元帳・計算書類）

（講師）　岩波　一泰

第
一
日

【演習と講義】
①損益取引の会計処理（続き）
②総合演習（簿記一巡のプロセス）
（仕訳・転記・総勘定元帳・計算書類）

（講師）　岩波　一泰

13:00～
17:30

（270分）

【総合演習の解説】

【質疑応答】
講義内容に関する質問への回答

（講師）　岩波　一泰

時間割

A：令和7年9月4日（木）～6日（土） B：令和7年9月18日（木）～20日（土）

コース名

日　程

初級コース

第
一
日

日　程

11:25～
12:00
（35分）

【講義】
社会福祉法人における適切な会計処理の重要
性について

（講師）全国社会福祉協議会　経理部

第
三
日

13:00～
17:30

（270分）

時間割

第
二
日

9:30～
12:00

（150分）
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集合研修（スクーリング）　中級・上級コースプログラム概要

（敬称略）

中級コース(社協会計) 上級コース

内容 内容 内容

9:15～
10:00

受　付
9:15～
10:00

受　付
9:15～
10:00

受　付

10:00～
10:15

開講式／オリエンテーション
10:00～
10:15

開講式／オリエンテーション
10:00～
10:15

開講式／オリエンテーション

10:15～
11:45
（90分）

【講義】
会計担当者が押さえるべき社会福祉協議会を
取り巻く状況

（講師）全国社会福祉協議会　地域福祉部

10:15～
11:45
（90分）

【講義】
会計担当者が押さえるべき社会福祉法人・施設を
取り巻く状況

（講師）全国社会福祉法人経営者協議会
　　　   経営強化委員会専門委員　祇園　泰広

10:15～
11:45
（90分）

【講義】
会計管理者が押さえるべき社会福祉法人・施設
を取り巻く状況

（講師）全国社会福祉法人経営者協議会
　　　   経営強化委員会専門委員　祇園　泰広

11:45～
12:45

昼食休憩

12:45～
14:00
（75分）

【講義】
近年の制度会計の重点改正事項

（講師）公認会計士渡部博事務所／
　　　　 税理士　　鳥原　弓里江

12:30～
13:30

昼食休憩
12:30～
13:30

昼食休憩

13:30～
17:30

（240分）

【講義】
①社会福祉法人会計基準の概要（改正点含
む）
②社会福祉法人会計基準と社協モデル規程と
の関係
③計算書類と帳簿組織の関係

（講師）公認会計士渡部博事務所所長／
　　　　 公認会計士・税理士　　渡部　博

13:30～
17:30

（240分）

【講義と演習】
①社会福祉法人会計基準の概要（改正点含む）
②社会福祉法人会計基準と社会福祉法人モデル
規程との関係
③収益・費用取引と会計処理
④固定資産と純資産の会計
⑤引当金の会計　　等

（講師）大光監査法人会長／
　　　　 公認会計士　　亀岡　保夫

17:45～
19:30

　交流会
17:45～
19:30

　交流会
17:45～
19:30

　交流会

9:30～
12:00

（150分）

【講義と演習】
①収益・費用取引と会計処理
②固定資産と純資産の会計
③引当金の会計

（講師）公認会計士渡部博事務所／
　　　　 税理士　　鳥原　弓里江

9:30～
12:00

（150分）

【講義と演習】
①資金使途等
②法人制度と決算・管理
③予算制度

（講師）　亀岡　保夫

9:30～
12:00

（150分）

【講義・グループ演習Ⅰ：財務分析】（続き)

（講師）公認会計士渡部博事務所所長／
　　　　 公認会計士・税理士　　渡部　博

12:00～
13:00

昼食休憩
12:00～
13:00

昼食休憩

9:30～
11:45

（135分）

【講義・グループ演習Ⅲ：予算管理】（続き）
（講師）　渡部　博

11:45～
12:30
（45分）

【質疑応答】
講義内容に関する質問への回答

（講師）　渡部　博

12:00～
13:00

昼食休憩
12:00～
13:00

昼食休憩
12:30～
13:30

昼食休憩

13:00～
14:30
（90分）

【講義】
消費税
　
【講義】
修了テスト前のまとめ

（講師）　鳥原　弓里江

13:00～
14:30
（90分）

【講義】
消費税
【演習と解説】
消費税額の計算
【講義】
修了テスト前のまとめ

（講師）　亀岡　保夫

13:30～
14:30
（60分）

【総括講義】
財務管理の意義と目的

（講師）　公認会計士　本田　親彦

14:45～
15:55
（70分）

修了テスト
（配布・説明10分＋テスト解答60分）

14:45～
15:55
（70分）

修了テスト
（配布・説明10分＋テスト解答60分）

14:45～
15:55
（70分）

修了テスト
（配布・説明10分＋テスト解答60分）

※内容は一部変更する場合があります。

コース名 コース名 中級コース(施設会計) コース名

令和7年12月4日（木）～6日（土）

第
一
日

第
一
日

第
一
日

11:55～
12:30
（35分）

日　程 令和7年11月6日（木）～8日（土） 日　程

【講義】
社会福祉法人における適切な会計処理の重要
性について

（講師）全国社会福祉協議会　経理部
11:55～
12:30
（35分）

【講義】
社会福祉法人における適切な会計処理の重要性
について

（講師）全国社会福祉協議会　経理部

14:00～
17:30

(210分)

時間割 時間割 時間割

日　程 令和7年10月19日（日）～10月21日（火）

【講義・グループ演習Ⅰ：財務分析】
①講義　現状把握の手法、問題発見の手法、業績
管理会計、意思決定、経営戦略と管理会計
②グループ演習…SWOT分析、事業案件の採択
規準、戦略マップをグループごとにまとめる
③発表・講評…グループごとの発表、参加者の意
見発表、講師の講評を行う

（講師）　鳥原　弓里江

【総合演習と解説】
①施設経営法人の決算書作成
②施設経営法人の決算書説明
【講義】
③内部統制

【質疑応答】
講義内容に関する質問への回答

（講師）　亀岡　保夫

15:45～
17:30

(105分)

【講義・グループ演習Ⅲ：予算管理】
①講義…制度上の予算、企業予算、企業予算管
理、中期予算の編成方法、費用削減の手法
②グループ演習…予算差異分析、予算編成の留
意点、予算管理の課題、社会福祉充実残額算定
上の課題をグループごとにまとめる
③発表・講評

（講師）　渡部　博

第
三
日

13:00～
15:45

(165分)

12:00～
13:00

昼食休憩

【講義・グループ演習Ⅱ：内部統制】
①講義…内部統制の概論、内部統制を具体化す
る文書の例
②グループ演習…内部統制の構成要素、インター
ネットバンキングのリスク、内部統制質問書、業務
の流れ図（フローチャート）作成をグループごとに
まとめる
③発表・講評

（講師）　渡部　博
13:00～
17:30

（270分）

【講義】
①資金使途等
②法人制度と決算・管理
③予算制度
④内部統制
【総合演習と解説】
①社協の決算書作成
②社協の決算書説明

【質疑応答】
講座内容に関する質問への回答

（講師）　鳥原　弓里江

13:00～
17:30

（270分）

第
二
日

第
二
日

第
二
日

第
三
日

9:30～
12:00

（150分）

【講義】
①法人税等、所得税、印紙税
②消費税

（講師）　鳥原　弓里江

第
三
日

9:30～
12:00

（150分）

【質疑応答】（続)
【講義】
①法人税等、所得税、印紙税
②消費税

（講師）　亀岡　保夫
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４．指導講師への質問について（質問用紙の活用） 

  

   通信授業の内容について、ご質問がある場合は、下記様式により「質問用紙」をお送りく

ださい。 

   ご質問の内容により、担当講師より、以下のいずれかの方法にて回答いたします。 

① 個別に回答（郵送で返信） 

② ご質問された方が出席する集合研修において回答 

  

郵送によるご質問の受付は、原則として、通信授業各学期の学習期間内とします。それ以

降にご質問がある場合は、集合研修の際の「質疑応答」の時間をご利用ください。 
第 1 学期 ８月１日（金）～８月 31 日（日） 

第 2 学期 ９月１日（月）～９月 30 日（火） 

 

質問用紙は、以下の内容を必ず記載して作成し、返信用の封筒を同封して郵送してくださ

い。なお、作成にあたり以下の点に留意してください。 

a 質問内容は、テキストの内容あるいは学習課題に関することのみに限定します。通

信授業に直接関係のない質問（例／受講者の職場における会計・経理業務に関する

個別の質問等）には回答できません。 

b 学習課題についての質問のうち、正解が類推可能な内容には回答できません。 

   

 質問用紙に記載していただきたい内容  

１ 学籍番号 

２．氏 名 

３．質問者の連絡先（住所、電話、ＦＡＸ、メールアドレス等） 

４．勤務先種別 

           ５．テキストの該当箇所（頁・章節など）  

６．質問内容 

 

       様式３  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ※上記の様式は中央福祉学院ホームページに掲載しております 

 
 

会計実務講座 質問用紙 

 

学籍番号   -     氏名        

連絡先                    

                      

勤務先種別         

テキスト該当箇所 

質問内容 

 

- 16 -
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５．修了について 

 (1) 修了要件 

各コースを修了するためには、以下の２つの要件を満たす必要があります。 

 
   ａ）「通信授業（自宅学習）」の 1・2 学期学習課題に取り組み合格する。 

ｂ）「集合研修（スクーリング）」の指定回に出席し、3 日間すべてのプログラムを受講し、

かつ、修了テストに合格する。 

 

   いずれか一方でも要件を満たせなかった場合は、本年度の修了はできません。次年度へ継

続受講を希望される場合は、継続受講の手続きが必要です（6．「次年度への継続受講につい

て」をご参照ください）。 
 
 (2) 修了証書の発行 

①「修了証書」の発行 

    修了要件を満たした受講者については、令和 8 年 1 月 31 日付で「修了証書」を発行い

たします。なお、「修了証書」の再発行はできません（発行以後は「修了証明書」での対応

となります）ので、大切に保管してください。 
 
②「修了証書」の送付時期 

    修了証書は 2 月上旬に送付いたします。 
    ただし、学習答案の再提出等により修了判定が遅れた等の理由により送付時期が遅くな

る場合があります。 
 

- 17 -
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６．次年度への継続受講について 

  本年度中に修了できなかった方（5－(1)の｢修了要件」を満たさない方）は、次年度に限り、

未修了の科目だけ(集合研修を含む)を履修し、合格することにより修了することが可能です（2
度目の継続はできません）。手続きについては、以下を参照してください。 

 
① ｢継続受講願｣の作成と提出 

    本年度中に修了要件を満たせないため継続受講を希望する場合は、中央福祉学院のホー

ムページから「継続受講願」をダウンロード、必要事項を記入し、令和 8 年 2 月末日まで

に提出してください。 
 

② 継続受講の決定と継続受講料 
    継続受講願を提出された後、本学院より「継続受講決定通知」を送付します。 

継続にあたっては、所定の受講継続料（継続受講料の振込用紙を上記の「継続受講決定

通知」に同封します）をお支払いいただきます。 
なお、次年度への継続受講料は 1 名あたり 5,100 円となりますので、ご承知おきくださ

い。 
また、受講初年度から次年度にかけて、テキストの改訂があった場合については、全社

協出版部より、必ず各自でご購入ください（テキストの改訂の有無は次年度継続受講の決

定時にお知らせいたします）。 
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７．各種手続きについて        

 各手続きで使用する申請書等の様式は、中央福祉学院ホームページからダウンロードし

てご利用ください。 

 （中央福祉学院 HP＞講座一覧＞社会福祉法人会計実務講座＞受講者はこちら） 

(１) 登録内容の変更 

   受講者データは、「受講申込書」の記載内容に基づき登録されています。受講期間中に同一

法人内で勤務先を異動した場合や、結婚等により氏名が変わった場合などは、 様式５ 「登

録内容変更届」により郵送または FAX で届け出てください。お電話では受け付けできません

のでご了承ください。なお、申請が教材送付の時期と重なってしまった場合には、旧登録内

容で送付される場合もありますので、ご承知おきください。 
      また、受講期間中に勤務先を退職される場合には、 様式６ 「勤務先退職届」を作成し、

ご提出ください（退職する勤務先の公印が必要です）。 

 (2) 受講の取消 

   やむを得ない事由により中途で受講を取り消す場合は、 様式７ 「受講取消願」を必ず郵

送で提出してください。なおこの場合、受講料等の返還はできませんのであらかじめご承知

おきください。                  

 (3) 在籍・修了証明書の発行 

   在籍を証明する、あるいは、後日（講座修了後）、本修了を別途証明する必要が生じた方は、

返送用封筒（切手を貼付ください）とともに、 様式８ 「在籍証明書交付願」、または 
 様式９ 「修了証明書交付願」により証明書の交付を申請してください。 
なお、「修了証明書」交付に限り、発行手数料（1 部につき 200 円の定額小為替）を添えて

申請してください。修了証明書に記載される氏名は、受講当時のものとなります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

       本講座に関するお問い合わせ・各種申請書等の送付先        

社会福祉法人全国社会福祉協議会 中央福祉学院 会計実務講座係 

〒240‐0197 神奈川県三浦郡葉山町上山口 1560-44 

TEL 046-858-1355(平日 9:30～17:30) FAX 046-858-1356 

ホームページ https://www.gakuin.gr.jp/ 

個人情報保護について 

 中央福祉学院では、受講者の皆様に関する個人情報は、研修の受講者台
帳の作成、各種教材等送付、履修状況管理、研修終了後の履修証明書の発
行等、研修事業関連のみの目的で使用し、他の目的で使用することはあり
ません。 
 その管理については、全国社会福祉協議会「個人情報の保護に関する方
針（プライバシーポリシー）」に基づき適切に行い、無断で第三者に提供す
ることはありません。 

※ 全国社会福祉協議会のプライバシーポリシー等は、全社協ホームペー
ジに掲載しています。（https://www.shakyo.or.jp/kojin.html） 
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※ 本学院の許可なく、本手引きを複製・転載することを禁じます。 

 

 令和７年度 社会福祉法人会計実務講座 
 初級・中級・上級コース 学習の手引 

 
    発行日  令和７年８月１日 
    発行所  社会福祉法人 全国社会福祉協議会 中央福祉学院 
         〒240-0197 神奈川県三浦郡葉山町上山口 1560-44 
            TEL  046-858-1355  FAX 046-858-1356 
            ホームページ https：//www.gakuin.gr.jp/ 
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